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EUS-FNAが診断に有⽤であった膵頭部MCNの⼀例.⽇本消化器病学会関東⽀部例会プログラム・抄録集,2021, 366:31

和⽂症例報告 7 古城 詩⼦.丸⼭ 紀史.深⽥ 浩⼤.⼾張 真紀.永松 洋明.椎名 秀⼀朗:増⼤傾向を⽰した脾腎短絡路瘤に対してBRTOが有効であった維持透析中のアルコール性肝炎の⼀例.⽇本
⾨脈圧亢進症学会雑誌,2021, 27:134



和⽂症例報告 8 ⽣駒 ⼀平.芳賀 慶⼀.神保 泰久.⾼⾺ 將郎.伊藤 顕太郎.野村 慧.祓川 真由⼦.野村 収.中寺 英介.⽯川 ⼤.藤澤 聡郎.内⼭ 明.澁⾕ 智義.伊佐⼭ 浩通.池嶋 健⼀.椎名 秀
⼀朗.永原 章仁: 腸重積を契機に発⾒された⼩腸脂肪腫の⼀例.Progress of Digestive Endoscopy,2021, 100:112

和⽂症例報告 9 池⽥ 裕⾄, ⽵⽥ 努, 松本 紘平, 上⼭ 浩也, 北條 ⿇理⼦, ⼋尾 隆史, 池嶋 健⼀, 伊佐⼭ 浩通, 椎名 秀⼀朗, 永原 章仁:⾃⼰免疫性胃炎に合併した早期胃癌の1例.
⽇本内科学会関東地⽅会 674回 2021.32

和⽂症例報告 10 ⾼⾺ 將郎, 野村 慧, 丸⼭ 貴史, 秡川 真由⼦, ⾚澤 陽⼀, 芳賀 慶⼀, 落合 ⼀成, 松本 紘平, 野村 収, ⽯川 ⼤, 今 ⼀義, 澁⾕ 智義, 伊佐⼭ 浩通, 池嶋 健⼀, 椎名 秀⼀
朗, 永原 章仁:アザチオプリンとフェブキソスタットの相互作⽤による汎⾎球減少症を来した1例.⽇本消化器病学会関東⽀部例会プログラム・抄録集 367回.2021.42

和⽂症例報告 11
池村 宗朗, 冨嶋 享, 太⽥ 寛⼈, 壁村 ⼤⾄, ⽜尾 真⼦, 福間 泰⽃, ⾼橋 翔, 鈴⽊ 彬実, ⾼崎 祐介, 伊藤 光⼀, ⽯井 重登, 藤澤 聡郎, 池嶋 健⼀, 椎名 秀⼀朗, 永原 章
仁, 伊佐⼭ 浩通.超⾳波内視鏡下膵管ドレナージが奏功した有症状⼗⼆指腸狭窄を呈するGroove膵炎の1例.Progress of Digestive Endoscopy 2021
1348-9844:100巻Suppl.s118

和⽂症例報告 12 池村 宗朗.冨嶋 享.太⽥ 寛⼈.壁村 ⼤⾄.⽜尾 真⼦.福間 泰⽃.⾼橋 翔.鈴⽊ 彬実.⾼崎 祐介.伊藤 光⼀.⽯井 重登.藤澤 聡郎.池嶋 健⼀.椎名 秀⼀朗.永原 章仁.伊佐⼭
浩通:超⾳波内視鏡下膵管ドレナージが奏功した有症状⼗⼆指腸狭窄を呈するGroove膵炎の1例. Progress of Digestive Endoscopy,2021, 100:118

和⽂症例報告 13
佐久間崇⽂、千葉哲博、鈴⽊英⼀郎、⼤岡美彦、神崎洋彰、⾦⼭健剛、丸⽥享、興梠慧輔、叶川直哉、⼩林和史、清野宗⼀郎、中村昌⼈、近藤孝⾏、⻫藤朋⼦、⽇下部裕
⼦、⼩笠原定久、中本晋吾、太和⽥暁之、加藤順、神⽥達郎、丸⼭紀史、吉野⼀郎、岸本充、加藤直也. 根治的アブレーション治療後に異時性に孤⽴性肺転移および⾻転移を来
した肝細胞癌の1例. 肝臓62巻1号、25-32、2021

和⽂症例報告 14
岩永光巨、千葉哲博、⿊杉　茜、宇野澤秀美、佐久間崇⽂、藤⽥尚⼈、⾦⼭健剛、神崎洋彰、興梠慧輔、⼩林和史、清野宗⼀郎、中川　良、叶川直哉、中村昌⼈、近藤孝⾏、
⻫藤朋⼦、⽇下部裕⼦、⼩笠原定久、鈴⽊英⼀郎、中本晋吾、太和⽥暁之、室⼭良介、加藤　順、神⽥達郎、丸⼭紀史、加藤直也. 肝細胞癌に対するマイクロ波焼灼療法術後
にたこつぼ型⼼筋症を発症した1例. 肝臓62巻9号、548-554、2021

和⽂症例報告 15
⿊杉　茜、千葉哲博、岩永光巨、宇野澤秀美、佐久間崇⽂、藤⽥尚⼈、⾦⼭健剛、神崎洋彰、興梠慧輔、⼩林和史、清野宗⼀郎、中川　良、叶川直哉、中村昌⼈、近藤孝⾏、
⻫藤朋⼦、⽇下部裕⼦、⼩笠原定久、鈴⽊英⼀郎、中本晋吾、太和⽥暁之、室⼭良介、加藤　順、横⽥　元、神⽥達郎、丸⼭紀史、松原久裕、加藤直也. 肝細胞癌のリンパ節
転移巣からの⼗⼆指腸浸潤による狭窄に対して緩和治療の⼀環として腹腔鏡下バイパス術を施⾏した1例. 肝臓62巻10号、656-662、2021

区分 番号 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 椎名秀⼀朗、発表「COVID-19時代の肝癌診療およびアブレーション　各種局所療法の適応と⾮適応」、39回Microwave Surgery 研究会（秋⽥）ハイブリッド式、2021年2⽉12
⽇

国内学会発表 2 椎名秀⼀朗、座⻑「集学的治療における局所凝固療法と使⽤の⼯夫」、39回Microwave Surgery 研究会（秋⽥）ハイブリッド式、2021年2⽉13⽇

国内学会発表 3 椎名秀⼀朗、発表「Ablation Webinarについて　エネルギーデバイス開発・使⽤のアイデアと⼯夫」、39回Microwave Surgery 研究会（秋⽥）ハイブリッド式、2021年2⽉13⽇

国内学会発表 4 椎名秀⼀朗、　「転移性肝癌に対するアブレーション治療」、web)第107回⽇本消化器病学会総会コヴィディエンジャパン共催ランチョンセミナー、2021年4⽉17⽇



国内学会発表 5 椎名秀⼀朗,　座⻑「肝癌に対する局所療法（肝切除，アブレーション，TACE，他）の最前線」　第57回⽇本肝臓学会総会,ロイトン札幌、2021年6⽉18⽇

国内学会発表 6 椎名秀⼀朗,　座⻑「早期肝癌の精密診断・治療」　第57回⽇本肝癌研究会,城⼭ホテル⿅児島、2021年7⽉22⽇

国内学会発表 7 椎名秀⼀朗,会⻑　第40回Microwave surgery研究会、2021年9⽉3⽇〜9⽉4⽇

国内学会発表 8 椎名秀⼀朗,座⻑「デバイスとテクニックで広がるRFAの可能性」、JDDW2021神⼾年11⽉5⽇

国内学会発表 9 椎名秀⼀朗,座⻑「マイクロウェーブアブレーション治療」、JDDW2021神⼾年11⽉6⽇

国内学会発表 10 永松洋明、丸⼭紀史、椎名秀⼀朗. 脈管侵襲を有する進⾏肝細胞癌に対する⻑期⽣存を⽬標としたNewFP療法. 第57回⽇本肝臓学会総会. 2021/6/18

国内学会発表 11 橋本 明楽, ⼤澤 侑暉, 平⽥ 慎之介, 吉⽥憲司, 丸⼭ 紀史, ⼭⼝ 匡. 臓器不全マウス・ラットにおける多種組織の⾳響インピーダンス評価. 秋季⾳響学会. 2021/9/7

国内学会発表 12 ⼾張真紀, 肱岡悠⼦, Amina Bolatkan, ⾦澤亮, ⽯井重登, 永松洋明, 丸⼭紀史, 堀⽥直樹, ⼩宮⼭ 泰之, Hsin-yi Chen, 椎名秀⼀朗、　COVID-19時代の肝癌診療、
Microwave Surgery研究会、東京、2021年9⽉3~4⽇

国内学会発表 13 ⼾張真紀, 肱岡悠⼦, Amina Bolatkan, ⾦澤亮, ⽯井重登, 永松洋明, 丸⼭紀史, 堀⽥直樹, ⼩宮⼭ 泰之, Hsin-yi Chen, 椎名秀⼀朗、　Japan Ablation Webinarおよ
びInternational Ablation Webinarについて、Microwave Surgery研究会、東京、2021年9⽉3~4⽇

国内学会発表 14 ⼾張真紀, 肱岡悠⼦, ⽯井重登, 永松洋明, 丸⼭紀史, 椎名秀⼀朗, 藤村純也, 福村由紀, ⼤橋瑠⼦、Li-Fraumeni症候群の8歳⼥児に⽣じた肝腫瘍に対してラジオ波焼灼療
法を施⾏した1例、Microwave Surgery研究会、東京、2021年9⽉3~4⽇

国内学会発表 15 永松洋明、脈管侵襲を有する進⾏肝細胞癌に対するconversion therapy を⽬標としたNew FP療法.　第57回肝癌研究会.⿅児島.2021/7/22

国内学会発表 16 永松洋明、進⾏肝細胞癌に対するNew FP療法実臨床におけるインパクト.第45回　リザーバー＆ポート研究会.奈良. 2021/10/1

国内学会発表 17 ⽯井重登　総胆管結⽯に対する極⼩切開EST+EPBD (ESBD) の安全性と有⽤性の検討　消化器病学会　2021

国内学会発表 18 ⽯井重登　EUS-HGSにおける逸脱防⽌機能を有するSpring Stopper Stentの治療成績　胆道学会　2021

国内学会発表 19 ⽯井重登　⼩児胆膵内視鏡例に対する鎮静法の検討　消化器内視鏡学会　2021

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 椎名秀⼀朗、座⻑「肝細胞癌治療」　中外製薬講演会、2021年5⽉21⽇



特別講演・
招待講演 2 椎名秀⼀朗、「「世界⼀」の企業秘密を積極的に明かす〜がん治療専⾨⼈材の育成を中⼼に」、中国ビジネスフォーラム成⽴10年記念イベント、2021年6⽉14⽇

特別講演・
招待講演 4 椎名秀⼀朗、座⻑「C型肝炎クリニカルセミナー」、ギリアド・サイエンシズ株式本社、2021年10⽉22⽇

特別講演・
招待講演 5 Shuichiro Shiina,Speaker「The Rolo of RFA in HCC management:From Guideline to Practice,SGHU(Semarang Gastroentero-Hepatology

Update2021)」,Semarang Indonesia,2021.11/13

特別講演・
招待講演 6 椎名秀⼀朗、座⻑「東海Ablation　Webinar」、コヴィディエンジャパン(株）、2021年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 7 永松洋明、肝細胞癌に対する治療〜治癒を⽬指した治療戦略〜、Tokyo Web Seminar 〜肝がん治療 UPDATE 2021〜、東京　⼤⽇本住友製薬、2021.1.15

特別講演・
招待講演 8 永松洋明、前腕からの上腕動脈アプローチによる肝癌治療、低侵襲治療に新たな視点を　〜術後QOLを考える〜、東京　テルモ株式会社、2021.1.28

特別講演・
招待講演 9 永松洋明、肝動注化学療法、Low Dose FPからNew FP療法、簡易リザーバーを⽤いた治療の⼯夫

肝がん局所療法研究会、東京　イーライリリー株式会社、2021.1.29

特別講演・
招待講演 10 永松洋明、切除不能進⾏肝癌に対するNew FP療法を中⼼とした治療戦略、当院におけるAtezolizumab+Bevacizumabの使⽤経験、エーザイ社内講演会　東京、2021.2.19

特別講演・
招待講演 11 永松洋明、⻑期⽣存を⽬標とした進⾏肝細胞癌に対する治療、Chugai update seminar On Hepatocellular Carcinoma　東京、2021.3.24

特別講演・
招待講演 12 永松洋明、切除不能進⾏肝癌に対するAtezolizumab+Bevacizumabの使⽤、その後、中外製薬社内講演会　東京、2021.4.14

特別講演・
招待講演 13 永松洋明、進⾏肝細胞癌に対する治療　　〜肝動注化学療法・全⾝化学療法〜、武⽥製薬社内講演会　東京、2021.5.26

特別講演・
招待講演 14 永松洋明、進⾏肝細胞癌に対する治療　〜Atezo+Bev ,その後〜　⽇本イーライリリー講演会　東京、2021.7.9

特別講演・
招待講演 15 永松洋明、進⾏肝細胞癌に対するNew FP療法と薬物療法の組み合わせ、〜有効な武器をタイミングよく使いこなす〜　中外癌治療WEBセミナー東京、2021.8.18

特別講演・
招待講演 16 永松洋明、進⾏肝細胞癌に対するNew FP療法とレンバチニブを含む全⾝化学療法のコンビネーション、エーザイWEBセミナー　東京、2021.9.17

特別講演・
招待講演 17 永松洋明、進⾏肝細胞癌を治す、中外製薬社内講演会　東京、2021.12.3

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 椎名秀⼀朗,　第1部座⻑、第2部演者　「Ablation　Case Records」　第4回Japan Ablation Webinar　,2021年1⽉29⽇

その他
（広報活動を含む）

2 椎名秀⼀朗、講演「RFA治療と現在の症例についてレクチャー」　中外製薬社内研修会、2021年2⽉2⽇



その他
（広報活動を含む）

3 椎名秀⼀朗,「What is your perspective?〜あなたはどう考えますか︖」　第5回Japan Ablation Webinar　,2021年2⽉26⽇

その他
（広報活動を含む）

4 椎名秀⼀朗、講演「ＲＦＡ治療とレンビマのコンビネーション症例のご提⽰」第24回　品川がん研究会、2021年3⽉17⽇

その他
（広報活動を含む）

5 Shuichiro Shiina、　2nd International Ablation Webinar(Speaker)、19　march 2021

その他
（広報活動を含む）

6 椎名秀⼀朗,　「尾状葉の病変に対するアブレーション」「What is your perspective?〜あなたはどう考えますか︖」　第6回Japan Ablation Webinar　,2021年4⽉23⽇

その他
（広報活動を含む）

7 椎名秀⼀朗,　「⼈⼯腹⽔、⼈⼯胸⽔について」「What is your perspective?〜あなたはどう考えますか︖」　第7回Japan Ablation Webinar　,2021年5⽉28⽇

その他
（広報活動を含む）

8 Shuichiro Shiina、　3nd International Ablation Webinar(Artificial ascites and artificial pleural effusion/Speaker)、2July 2021

その他
（広報活動を含む）

9 椎名秀⼀朗、「レンバチニブとアブレーションのコンビネーション治療」第8回Japan Ablation Webinar　,2021年7⽉30⽇

その他
（広報活動を含む）

10 Shuichiro Shiina、4nd International Ablation Webinar、20August 2021

その他
（広報活動を含む）

11 椎名秀⼀朗、演者「①国内の間アブレーション治療のイアリング、②導⼊検討品の進め⽅に関するアドバイス」、肝アブレーション アドバイザリーミーティング（テルモ株式会社）、2021年8
⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

12 椎名秀⼀朗、演者「肝細胞癌の治療について~RFAと薬物療法~」、武⽥薬品⼯業社員対象勉強会、2021年11⽉17⽇

その他
（広報活動を含む）

13 Maki Tobari,　APASL　Oncology 2021 Tokyo Investigator Award,　The Asian Pacific Association for the Study of the Liver,  December 18  2021.


